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全日本の10月開催が決定した時点で、

コース設定者もコントローラも決まっ

ていない状況であり、春の全日本から

秋の全日本までわずかな期間しかなく、

その間出場権を獲得するための公認大

会もないという状況からスタートした。 

とりあえず埼玉で 10 月、全日本に向

けての公認大会開催を早々に決め、埼

玉所属のトレイルＯ協会理事 3 名（田

中、中山、木村）が当然のように競技・

運営の責任者とコース設定者を務める

こととなった。 

春の全日本当日でも秋の事は決まっ

ておらず、大会が終了してタイトルを

獲得した私がコース設定を引き受ける

ことになった。 

世界選手権への出場もあるので、実

質的には 8 月下旬からの 2 ヵ月で 2 試

合の準備をしなければならない。しか

もその片方は全日本であり、Aではなく

E のコースを組まなくてはならない。

「大丈夫か」との声もあったようだが、

大丈夫かも何も岩槻のセッターが決ま

っていた私が全日本も…の時点で代替

案が出ないんだからしょうがないでし

ょ。 

一方、選手としての自分の立場で見

ると、全日本に出場できないのは痛い。

しかももう 1 試合、運営では年間シリ

ーズとしてのポイント争いでも圧倒的

に不利である。来年につなげるために

は何としても夏に実績を残す必要にも

迫られたことは結構なストレスであっ

た。 
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2 大会とも公園テレインであり、見通

しもよく地面もよく見えて、位置関係

を特定する特徴物も多い。難易度の高

いコントロールを並べるのは難しい。

森林公園を予定していた埼玉は岩槻に

代えたことで、ますます難易度が落ち

た。 

岩槻は新規に全日本出場権を得る者

が増えることも願って、すべて単純に

並べるフラッグ設置とし、このところ

難易度が高すぎて中級者がまったくつ

いてこられない公認大会の傾向から、

普通の A クラスレベルに戻す方向性で

あった。 

全日本では、個々のコントロールで

難度を追及するのは難しい代わりに、

移動距離を増やし、同一フラッグの複

数回使用、他選手と交錯しながらフェ

ンス越しに眺める課題の連続、新方式

のタイム・コントロール等、集中力を

削り、前後複数のコントロールの組み

合わせでミスを呼ぶことを期待した構

成とすることでエリート選手達に対抗

せんとした。 
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今年の世界選手権でも満点が多数出

るなどしたため、国内の公認大会でも

満点が多数出てしまっても「まあいい

か」と考えていたし、実際コース完成

時には難度不足を感じていた。結果と

して、2大会あわせて満点が 1人だけな

のは以外である。 

岩槻については、前半で実力者が意

外と失点しているのが目に付く。タイ

ム・コントロールは別として、17 コン

トロール中で最初の城址の 7 つは誰も

失点しないと思っていた。公園側に出

た8番のこぶからいきなり怪しくなり、

勝負を分けるのは最終のこれまたこぶ

だと考えていた。 

想定は、満点 5 人で以下１点減るご

とに5人ずつくらいという感じだった。

順位構成としては、これまでの各大会

での順位から図れる実力とは多少入れ

替わっている感じで、誰にでも全日本

出場権獲得のチャンスがあったと思わ

れるので、そういった意味ではまあ良

しと考えている。 

全日本については、結果として誰に

でもタイトル獲得のチャンスがあった

感じが出ている。1桁順位の選手たちは、

15 番で複数の選手が失点している以外

はすべて違うコントロールで不正解に

なっている。そのどれもが上位選手の

中で自分だけ失点しているパターンで

あり、エリート選手にとっては新たな

技術の習得よりも、こういったミスを

なくすにはどうするかが実は課題であ

ることが見て取れる。また 15 番は、ま

さに13番からの3点セットで構成した

コントロールで、15 番をミスさせるた

めに綿密に伏線を張った期待（？）の

コントロールであり、ここを無事通過

し、タイム・コントロールをミスしな

いことが優勝への条件となった。 

一方、下位に目を向けると、大ベテ

ラン勢が固まっている。原因はよくわ

からないが、パラリンピック・クラス

選手の出来もよくないので、コースの

長さからくる体力的なものが影響した

かもしれない。ただ、トレイルＯもス

ポーツであり、集中力を保つという意

味での持久力をつけることは、この競

技に必要なこととして認識しておいて

もらわなければならない。 
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準備の仕方としては、コースのセッ

トに限っては、週 2 日割くとして 1 ヵ

月時間があれば問題ない。ただ、公認

大会としてコントローラを置き、プロ

グラム等のチェック作業もあってコー

スの検証だけに専念してもらえないこ

とを考えると、1ヵ月半はほしいところ

である。また、コース設定者、競技責

任者の 2 名でなく、コントローラも含

めてコースを決めていくことになりが

ちで、結果としてコントローラがコー

ス設定側の立場で物を見てしまい、コ

ースの問題点に気づきにくい傾向があ

ると思われる。なので、別途コースに

関し第三者的な目で見て問題点を指摘

する担当がコントローラの他にいた方

がよい。 

今回の 2 大会においても、地図の表

記の修正が十分でないところがあり、

いくつか競技者から指摘を受けた。前

日にセッティングにかかわっていない

スタッフにコースを見せ、気づいた点

を指摘してもらい、そこからの時間で

直せる程度の範囲で修正するだけでも、

かなり改善することができ、公平性が

増して好勝負が増えるであろう。 

 

（木村治雄） 
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２大会のコース設定を担当した
木村治雄（国営越後丘陵公園にて 
藤島由宇撮影） 


